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上位頸椎疾患に対するアプローチ―病態・診断・治療

特集にあたって

山口労災病院　田口敏彦

　本特集では，上位頸椎疾患に対するアプローチをテーマとしました．ここでは，
上位頸椎の病変を，後頭骨から環椎，軸椎に生じる病変として，関節リウマチ
（RA）に関連する上位頸椎病変は 25 巻 1 号で特集が組まれたので，今回はRAを
除く疾患について，その病態・診断・治療を特集しています．
　上位頸椎の情報を画像診断により得ることは，MRI の出現までは容易ではあり
ませんでした．MRIの普及により比較的容易に上位頸椎の情報を得ることができ
るようになりましたが，中下位頸椎疾患に対するアプローチとは異なる対応が必
要です．
　上位頸椎疾患の特徴は，中下位頸椎に比較して，その解剖学的構造と病態に大
きな違いがあります．解剖学的には，環軸関節，環椎後頭関節という椎間関節と
は構造の違う関節によって構成されており，頸髄だけではなく一部延髄を含み，
椎骨動脈の走行も中下位頸椎部とは異なっています．病態についても，中下位頸
椎では単なる加齢変性によるものが多いのに対して，上位頸椎ではむしろそのよ
うな疾患は少なく，小児に発生するものあります．また，外傷，先天性奇型など
の素因が存在する病態も比較的多くあります．このため，診断には解剖や機能の
十分な理解が必須です．また，手術には十分な計画と手技の習熟が必要であり，
上位頸椎病変は，診断，治療両面において一般の頸椎疾患よりも困難な問題を多
く含んでいます．さらには，昨今の高齢者の増加や透析患者の増加など，個々の
症例ごとの解剖や機能の理解も求められます．手術に際しても，インストゥルメ
ントやナビゲーションの進歩により，かなり難しい症例に対しても手術が可能に
なり，上位頸椎疾患の治療法は大きく発展してきました．このような状況の中で，
上位頸椎疾患における現況を総括的に理解しておくことは臨床医にとってきわめ
て大切なことです．
　本特集は，この分野で多くの経験を有し第一線でご活躍の先生方に担当してい
ただき，自験例を含めてわかりやすく解説されています．
　本特集が，読者の皆様の臨床の現場での有益な情報になれば幸いです．
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